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究
が
軽
ん
じ
ら
れ
て
よ
い
わ
け
は
な
く
　
　
護
教
育
研
究
史
に
も
取
り
組
ん
で
み
た

む
ろ
ん
、
主
流
で
は
な
く
な
っ
た
と
は
　
　
い
。

い
え
脈
脈
と
続
け
ら
れ
て
き
た
。
「
看

護
教
育
の
歴
史
を
振
り
返
る
」
に
あ
た

っ
て
は
、
そ
の
辺
の
経
緯
も
含
め
て
看

わ
れ
わ
れ
は
歴
史
に
語
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
八
回
大
会
会
場
の
御
案
内

看
護
史
家
が
歴
史
に
語
ら
せ
る
と
き
が
き
た

大
会
の
時
季
が
ま
た
め
ぐ
り
き
て
、

看
護
史
研
究
の
昨
今
を
そ
れ
こ
そ
あ
ら

た
め
て
思
う
。

一
つ
、
記
述
的
研
究
と
か
質
的
研
究

と
か
と
い
っ
た
言
葉
が
飛
び
交
う
よ
う

に
な
る
に
つ
れ
、
歴
史
研
究
の
意
義
が

見
直
さ
れ
て
き
た
。
看
護
学
は
分
析
や

分
類
ば
か
り
で
は
成
り
立
た
ず
、
お
の

ず
か
ら
総
合
の
仕
事
が
求
め
ら
れ
始
め

た
の
だ
ろ
う
。
あ
れ
こ
れ
の
主
題
の
優

れ
た
総
説
が
欲
し
い
、
と
最
近
よ
く
き

く
に
つ
け
、
私
は
そ
う
し
た
動
向
を
感

じ
る
。

も
う
一
つ
、
以
前
の
よ
う
に
歴
史
研

究
は
リ
サ
ー
チ
で
は
な
い
と
決
め
つ
け

ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
。
．
数
量

で
は
な
い
デ
ー
タ
一
般
の
場
合
に
準
じ

て
、
歴
史
デ
ー
タ
に
つ
い
て
も
信
頼
性

や
妥
当
性
の
問
題
に
共
通
理
解
が
進
ん

小
　
玉
　
香
津
子

で
き
た
か
ら
だ
ろ
う
。
確
か
な
研
究
手

順
を
踏
ん
で
な
さ
れ
る
〝
常
識
的
歴
史

解
釈
の
覆
し
″
　
は
、
リ
サ
ー
チ
に
よ
る

発
見
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。

こ
の
夏
わ
れ
わ
れ
が
「
看
護
教
育
の

歴
史
」
を
テ
ー
マ
に
す
る
の
は
、
教
育

の
動
き
が
目
に
見
え
る
よ
う
な
今
の
時

代
を
、
歴
史
研
究
の
成
果
を
投
入
す
る

好
機
と
み
な
し
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。
看

護
教
育
と
い
え
ば
、
今
世
紀
の
半
ば
過

ぎ
ま
で
、
看
護
研
究
は
は
か
の
ど
の
種

の
研
究
よ
り
も
看
護
教
育
研
究
が
圧
倒

的
に
多
か
っ
た
。
や
が
て
そ
れ
で
は
い

け
な
い
と
看
護
そ
れ
自
体
の
研
究
が
奨

励
さ
れ
、
ケ
ア
研
究
な
る
も
の
の
現
在

の
隆
盛
を
見
る
に
至
る
。
し
か
し
、
看

護
が
訓
練
を
必
要
と
す
る
専
門
職
で
あ

る
か
ら
に
は
看
護
婦
の
養
成
な
い
し
教

育
は
看
護
界
の
核
心
で
あ
り
、
教
育
研

，　交　　　通　　　機　　　関

◆JR山手線　上野駅、御徒町駅下車　徒歩約15分

◆JR中央線　お茶の水駅下車　徒歩約15分
いずれも、学バス（150円）あり。東大病院前下車　徒歩1分

◆営団地下鉄丸の内線

お茶の水駅下車　徒歩約15分、本郷三丁目駅下車　徒歩約7分

東
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今
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あ
ら
た
め
て
、
看
護
教
育
の
歴
史
を
考
え
る
」
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前
号
で
御
紹
介
し
た
よ
う
に
、
今
年

の
大
会
で
は
、
現
在
、
看
護
界
が
直
面

し
て
い
る
新
た
な
歴
史
的
変
節
期
と
も

い
え
る
看
護
教
育
レ
ベ
ル
の
大
幅
な
刷

新
時
代
を
迎
え
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
ま

し
た
。

教
育
は
「
国
家
百
年
の
大
計
」
で
あ

り
、
従
っ
て
長
期
的
展
望
を
も
っ
て
計

画
・
実
施
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と

す
れ
ば
、
す
な
わ
ち
、
過
去
数
十
年
間

の
歴
史
を
検
証
す
る
こ
と
が
必
然
的
に

今
後
の
展
望
へ
の
示
唆
と
な
る
と
い
え

ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ

に
即
し
、
看
護
教
育
界
の
先
達
の
お
三

方
に
御
教
示
頂
き
ま
す
。

ま
た
、
歴
史
研
究
の
方
法
に
つ
い
て

一
昨
年
、
大
変
好
評
で
あ
っ
た
内
海
孝

氏
に
再
登
場
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

◆
　
会
場

東
京
大
学
山
上
会
館

東
京
都
文
京
区
本
郷
七
1
三
－
一

（
東
大
構
内
三
四
郎
池
畔
）

皿
〇
三
－
三
八
二
千
二
二
一
代

※
事
務
経
由
で
呼
び
出
し
の
こ
と
。

◆
　
参
加
費
（
両
日
共
通
）

会
　
員
　
二
千
円

非
会
員
　
三
千
円

学
　
生
　
千
五
百
円
（
学
生
証
呈
示
）

※
本
号
に
同
封
の
振
込
用
紙
を
御
利
用

下
さ
い
。

◆
　
開
催
日
程

第
一
日
日
　
八
月
一
九
日
（
金
）

二
二
時
　
開
場
・
受
付
開
始

二
二
時
三
〇
分
～
一
五
時

特
別
講
義
　
　
・

「
歴
史
研
究
と
そ
の
方
法
（
2
）

－
　
蘭
医
の
誕
生
1
」

東
京
外
国
語
大
学
教
授
　
内
海
孝
氏

司
会
　
武
藤
美
知
氏

一
五
時
一
〇
分
～
一
六
時

問
題
提
起

「
看
護
史
研
究
の
現
状
と
問
題
点
」

亀
山
美
知
子
氏

一
六
時
～
一
六
時
三
〇
分

第
八
回
日
本
看
護
歴
史
学
会
総
会

※
議
長
団
選
出
の
こ
と
。

第
二
日
目
　
八
月
二
〇
日
　
（
土
）

九
時
　
開
場
・
受
付
開
始

九
時
三
〇
分
～
一
〇
時

会
員
に
よ
る
研
究
発
表

※
発
表
申
し
込
み
要
領
に
つ
い
て
は
別

記
参
照
の
て
と
。

一
〇
時
↓
二
一
時

分
科
会
お
よ
び
、
各
経
過
報
告

正
午
～
一
三
時

懇
親
会
（
立
食
）

参
加
費
　
千
円
（
参
加
申
し
込
み
の

際
、
必
ず
出
欠
を
付
記
の
こ
と
）

二
二
時
三
〇
分
～
一
五
時
三
〇
分

放
談
会

「
今
、
あ
ら
た
め
て

看
護
教
育
の
歴
史
を
振
り
返
る
」

発
言
者

吉
田
時
子
氏
（
聖
路
加
女
専
出
身
）

園
部
　
梅
氏
（
秋
田
日
赤
看
護
婦
養

．
　
　
成
所
出
身
）

鈴
木
一
子
氏
（
東
大
看
護
学
校
出
身
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

川
島
み
ど
り
氏

一
六
時
三
〇
分
閉
会

総
合
司
会
・
草
刈
淳
子
氏

◆
参
加
申
し
込
み
方
法
に
つ
い
て

近
年
、
会
員
の
申
し
込
み
件
数
が
非

常
に
少
な
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
当
日

参
加
も
可
能
で
は
あ
り
ま
す
が
、
事
務

処
理
上
、
大
変
繁
雑
に
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
必
ず
参
加
申
し
込
み
を
事
前

に
行
な
っ
て
下
さ
い
。

申
し
込
み
要
領

L
参
加
日
（
初
日
・
両
日
等
の
別
）

2
．
第
二
日
目
の
懇
親
会
参
加
の
有
無

3
．
分
科
会
関
心
分
野
の
付
記

4
．
そ
の
他
連
絡
事
項

◆
研
究
発
表
申
し
込
み
要
領

会
員
に
よ
る
研
究
発
表
に
つ
い
て
は

左
記
の
要
領
で
事
務
局
へ
お
送
り
下
さ

ヽ
I
O

L
研
究
テ
ー
マ
・
研
究
者
氏
名
（
複

数
の
場
合
は
全
員
の
氏
名
を
列
記
）

2
．
発
表
の
要
旨

B
5
判
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
に

縦
書
で
二
l
二
枚
程
度

3
．
返
信
用
封
筒
を
同
封
の
こ
と

4
．
申
し
込
み
先

26
0
千
葉
市
中
央
区
亥
鼻
千
八
⊥

千
葉
大
学
看
護
学
部
看
護
実
践
研
究

指
導
セ
ン
タ
ー
鵜
沢
陽
子
気
付

日
本
看
護
歴
史
学
会
事
務
局

5
．
封
書
に
研
究
発
表
申
し
込
み
朱
書

6
．
応
募
締
切

六
月
末
日
当
日
消
印
可

2
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◆
　
第
八
回
大
会
分
科
会

話
題
提
供
者
の
募
集

分
科
会
は
、
会
員
が
自
分
と
共
通
の

関
心
分
野
の
人
々
と
交
流
を
深
め
な
が

ら
、
相
互
に
啓
発
し
、
継
続
的
に
学
習

や
研
究
内
容
を
も
深
め
て
行
こ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

本
会
設
立
の
当
初
か
ら
の
会
員
の
関

心
領
域
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。

関
心
領
域

文
学
・
映
像
に
み
る
看
護
、
生
活
文

化
と
看
護
、
女
性
史
、
宗
教
と
看
護
、

看
護
思
想
史
、
近
代
看
護
史
、
ナ
イ

チ
ン
ゲ
ー
ル
、
日
赤
の
看
護
、
看
護

制
度
史
、
G
H
Q
、
各
国
史
、
個
人

史
、
公
衆
衛
生
史
、
助
産
・
助
産
婦

の
歴
史
、
小
児
看
護
史
、
精
神
看
護

史
、
ら
い
看
護
史
、
看
護
教
育
史
、

教
育
方
法
史
、
看
護
士
の
歴
史
、
臨

床
看
護
史
、
看
護
と
医
療
、
社
会
と

看
護
、
法
制
史
な
ど

る
方
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
一
人
で

も
多
く
の
方
が
、
話
題
提
供
者
に
な
っ

て
下
さ
る
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
申
込
み
方
法
」

L
　
内
容
　
研
究
テ
ー
マ

要
旨
・
呼
び
か
け
（
百
字
以
内
）

2
．
期
日
　
六
月
末
日

3
．
送
付
先

盟
埼
玉
県
入
間
郡
毛
呂
山
町

毛
呂
本
郷
三
八

埼
玉
医
科
大
学
短
期
大
学

五
十
嵐
　
節
　
宛

◆
　
お
知
ら
せ

第
二
回
　
近
畿
地
区
学
習
会

開
催
日
時
　
六
月
二
十
五
日
（
土
）

十
三
時
三
〇
分
～

会
　
場
　
京
都
府
立
医
科
大
学

図
書
館
セ
ミ
ナ
ー
室

話
題
提
供
者
　
肩
部
府
立
医
科
大
学

医
療
技
術
短
期
大
学
部

事

　

務

　

局

　

だ

　

よ

　

り

会
　
員
　
消
　
息

◆
新
入
会
員

滝
内
　
隆
子

遠
矢
み
ど
り

◆
退
会
者

中
安
み
ど
り

（
敬
称
略
）

2
60
千
葉
市
矢
作
町

九
九
七
1
一
二

8
9
7
－
11
鹿
児
島
県
加
世
田

市
白
亀
二
一
七
〇

平
野
幸
子

◆
住
所
変
更

柴
田
静
子
1
3

5
7
所
沢
市
く
す
の
き
台

ニ
ー
八
－
五

山
本
捷
子
1
0
1

0
秋
田
市
中
通

三
－
一
1
二
二

ラ
イ
オ
ン
ズ
ガ
ー
デ
ン

岩
脇
陽
子
・
中
村
幸
栄
氏
　
　
依
田

分
科
会
の
関
心
領
域
を
変
更
さ
れ
る

方
、
途
中
に
入
会
さ
れ
て
会
員
名
簿
に

関
心
分
野
の
ど
記
入
が
な
い
方
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
事
務
担
当
へ
お
知
ら

せ
下
さ
い
。

今
回
の
大
会
に
、
話
題
提
供
を
さ
れ

参
加
申
込
み
方
法

希
望
者
は
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
会
員

番
号
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を

記
入
し
、
六
月
二
〇
日
（
月
）
ま
で

に
左
記
へ
お
送
り
下
さ
い
。

野
尻
都
市
上
京
区
清
和
院
口
寺
町
東

人
中
御
霊
町
四
一
〇

京
都
府
立
医
科
大
学

医
療
技
術
短
期
大
学
部

岡
山
寧
子
　
気
付

中
央
通
五
〇
三

和
美
1
5
83
羽
曳
野
市
は
び
き
の

三
－
七
－
三
〇

大
阪
府
立
看
護
大
学

医
療
技
術
短
期
大
学
部

凪
〇
七
二
九
－
五
〇
－
二
二
一
（
代
）

（
自
宅
住
所
は
従
前
ど
お
り
）

長
川
ト
ミ
エ
1
折
名
古
屋
市
瑞
穂
区

瑞
穂
町
芋
川
澄
一

名
古
屋
市
立
大
学
看
護
短
期

大
学
部
専
攻
科
助
産
専
攻

◆
看
護
界
の
民
族
大
移
動
と
い
わ
れ

て
い
る
昨
今
で
す
が
、
本
学
会
で
も

こ
の
た
め
に
事
務
処
理
が
大
変
混
乱

し
て
お
り
ま
す
。
住
所
変
更
の
場
合

は
、
事
務
担
当
あ
て
に
必
ず
ご
一
報

下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
次
の
方
の
住
所
を
ど
存
知
の
方
は
、

お
知
ら
せ
下
さ
い
。

青
木
嘉
明
（
仙
8
7
－
響

石
沢
信
人
（
N
a
即
1
1

10
）

伊
藤
晴
美
（
仙
8

8
－
野

稲
見
ま
す
子
（
仙
9
1
上
璧

上
野
ミ
ユ
キ
（
仙
8
7
－
響

木
村
秀
昭
（
仙
訂
－
0
1

1
）

中
島
京
子
（
仙
8
7
⊥
哲

事
務
局
移
転
に
つ
い
て

前
号
で
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
四
月

よ
り
千
葉
で
事
務
担
当
業
務
を
開
始
し

て
お
り
ま
す
。
連
絡
先
は
次
の
と
お
り

で
す
。

2

6
0
千
葉
市
中
央
区
亥
鼻

一
－
八
－
一

千
葉
大
学
看
護
学
部

看
護
実
践
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー

鵜
沢
陽
子
気
付

3
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な
お
、
事
務
担
当
者
の
電
話
番
号
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

鵜
沢
陽
子

8
四
三
－
二
二
六
－
二
四
五
六
）

草
刈
淳
子

（
〇
四
三
－
二
二
六
－
二
四
七
二
）

編
集
委
員
交

事
情
に
よ
り
神
永
梅
子
氏
の
辞
退
に

伴
い
、
杉
本
郁
子
氏
が
新
た
に
編
集
委

員
と
な
り
ま
し
た
。

＜
計
報
＞

渕
井
書
美
子
氏

本
会
会
員
（
北
海
道
女
子
短
大
教
員
）

は
、
病
気
療
養
中
の
と
こ
ろ
、
去
る
二

月
二
二
日
薬
石
効
な
く
他
界
さ
れ
ま
し

た
。
氏
は
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
研
究
に
深

い
関
心
を
も
た
れ
、
本
会
入
会
後
は
熱

心
な
会
員
の
一
人
と
し
て
行
動
さ
れ
ま

し
た
。
本
会
は
氏
の
御
逝
去
に
深
い
哀

悼
の
意
を
表
す
と
と
も
に
、
氏
の
御
冥

福
を
お
祈
り
す
る
次
第
で
す
。

遺
稿
「
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ア
ン
デ
ル
ソ
ン

と
日
本
の
関
わ
り
宜
っ
い
て
ー
フ
ロ
レ

ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
関
係
調
査
よ
り

ー
」
『
北
海
道
女
子
短
大
研
究
紀
要
2
9
』

学
会
誌
第
八
号
の
原

会
費
納
入
の
お
願
い

本
会
報
と
と
も
に
、
学
会
誌
第
七
号

を
お
届
け
し
ま
し
た
が
、
編
集
委
員
会

で
は
、
す
で
に
第
八
号
の
発
行
に
向
け

て
準
備
を
す
す
め
て
お
り
ま
す
。
学
会

誌
の
充
実
を
は
か
る
た
め
、
日
頃
の
研

究
成
果
を
ぜ
ひ
ど
投
稿
下
さ
い
。

＜
宛
先
＞

軍
属
都
市
上
京
区
清
和
院
口
寺
町
東
人

中
御
霊
町
四
一
〇

京
都
府
立
医
科
大
学
医
療
技
術
短
期

大
学
部

玄
田
公
子
　
気
付

締
切
　
二
一
月
二
〇
日

一
九
九
四
年
度
の
会
費
納
入
を

お
願
い
し
ま
す
。
郵
便
振
込
用
紙

を
同
封
し
て
お
り
ま
す
。

＜
振
替
口
座
＞

〇
一
〇
一
〇
－
一
－
五
二
一
八
五

日
本
看
護
歴
史
学
会

前
述
の
よ
う
に
、
大
会
参
加
費

も
郵
便
振
込
に
変
更
と
な
り
ま
し

た
が
、
学
会
費
納
入
の
振
替
口
座

番
号
と
は
異
な
り
ま
す
の
で
お
間

違
え
に
な
ら
な
い
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

看
護
史
一
口
メ
モ
⑦

賀
川
豊
彦
は
『
看
護
婦
崇
拝
論
』

の
中
で
巡
回
看
護
婦
の
活
動
に
関

連
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
医
者
は
同
じ
く
保
健
事
業
に

従
事
し
て
ゐ
て
も
、
看
護
婦
の
幾

倍
か
、
否
、
時
に
よ
る
と
幾
百
十
倍

の
報
酬
を
受
け
て
ゐ
る
。
中
に
は

人
の
病
気
に
よ
っ
て
成
金
に
な
っ

て
ゐ
る
医
者
も
す
く
な
く
な
い
。

然
し
、
そ
の
労
働
に
於
て
、
幾
倍

の
、
否
、
そ
の
心
配
に
於
て
は
、

幾
十
倍
の
重
い
責
任
を
負
は
さ
れ

て
ゐ
る
看
護
婦
は
、
殆
ん
ど
そ
の

日
の
生
活
賃
銀
だ
け
で
、
神
聖
な

る
国
民
保
健
運
動
に
従
事
し
て
ゐ

る
の
で
あ
る
。
彼
等
こ
そ
実
に
弱

者
の
友
で
あ
っ
て
、
人
間
の
う
ち

で
最
も
尊
敬
す
べ
き
部
類
に
属
す

る
人
達
で
あ
る
」
　
こ
の
タ
イ
ト
ル

は
「
成
金
医
師
と
無
産
看
護
婦
」

と
あ
る
。
い
や
は
や
、
何
時
の
時

代
に
も
日
本
の
看
護
婦
と
医
師
の

関
係
と
い
う
も
の
は
…
…
。
（
か
）

イラストでみるこころくばクとマナーのすべて

病院で働くひとの白井澄・著

マナー教本芸諾1壱禦（本体15。。。）

最近、痛院職月の患者への接遇応対を改善、再教育する

働きが盛んになっている。患者のためのよりよいマナー

はどうあるべきかを患者の受診時から入退院時までの流

れに沿って解説した親切・迅速・正確マナーの実践書。同朋舎出版嬰京都市中京区新町通四条上ル小結棚町428ⅧLO75・212・5901・ナースのためのニュースレター80－仙rsoも好評！4

編
　
集
　
後
　
記

第
八
回
大
会
で
は
、
看
護
教
育
の
過

去
・
現
在
・
未
来
を
タ
イ
ム
マ
シ
ン
に

乗
っ
た
気
分
で
駆
け
め
ぐ
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
　
楽

し
み
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）

日
本
看
護
歴
史
学
会
会
報
第
一
八
号

編
集
責
任
者

嬰
只
都
市
上
京
区
清
和
院
口
寺
町

東
人
中
御
霊
町
四
一
〇

府
立
医
大
医
療
技
術
短
期
大
学
部

玄
田
公
子
・
岡
山
寧
子

発
行
責
任
者
　
亀
山
美
知
子

頒
価
　
二
百
円

日
本
看
護
歴
史
学
会
事
務
局

弼
千
葉
市
中
央
区
亥
鼻
千
八
⊥

千
葉
大
学
看
護
学
部

看
護
実
践
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー

鵜
沢
陽
子
　
気
付


